
発行 2024-006
開催日 9/8(日)

開催時間 9:00～1４:３０
天候 晴れ
参加 17 名（指導員含）
主催 西三河自然観察会

担当 馬場、武田、石黒

ﾏﾙﾊﾞﾉﾎﾛｼ（円葉白英）

（日） 深まる秋を楽しもう　くらがり渓谷で

あっ…千振！（ｾﾝﾌﾞﾘ） お待ちしていま～す。
作成 ９/28　石黒

次回開催： 10月13日

テーマ　：

概 況 ： 台風10号のもたらした雨の所為で渓谷も森も潤いをとりもどしたようであ
るがまだまだ夏日、ﾊｸﾞﾛｿｳなど夏の花が多数咲いている。ｱｹﾎﾞﾉｼｭｽﾗﾝなど秋の
花は出遅れているようだ。今日のﾃｰﾏ「あっ…杜鵑！」日照り続きの夏の所為かほ
とんど蕾も見られず葉は茶色く枯れたり虫食だったりと残念な状況であった。ﾎﾄﾄｷﾞ
ｽと検索すると野鳥が真っ先にﾋｯﾄする。花の紫の斑紋が鳥の胸の斑紋に似ている
事からの命名だそうだが鳥の胸はﾎﾞｰﾀﾞｰ柄のため何処が？と毎回首を捻ることに
なる。以前はﾔﾏｼﾞﾉﾎﾄﾄｷﾞｽも見られたが最近はお目に掛れなくなった。県内ではﾔﾏ
ﾎﾄﾄｷﾞｽもみられるが共に白ﾍﾞｰｽの花である。三重、静岡県では黄花のﾎﾄﾄｷﾞｽも見
られるが愛知県では植栽以外ではまず見ることが出来ないのも残念である。今日
の一番は「ｸｻｱｼﾞｻｲ」多くの花を見る事ができ…あっ…秋の気配！ なのである。

あっ…杜鵑！（ﾎﾄﾄｷﾞｽ）

小部屋（Mushroom） アカヤマドリ
ﾊﾞﾀｰ焼き、きのこ汁、天ぷら、ﾘｿﾞｯﾄなどにすると美味しいです。写真のように大型でｵﾚﾝｼﾞ

色。暗い森の中で一際目を引く存在で、似たものもないので覚え易いと思います。今年の夏

は猛暑と乾燥の影響なのか、きのこは殆どありません。それでも先日の台風でこの地方も

それなりの雨が降り、このきのこやその仲間が少々発生しました。せっかくなので近所の里

山で採取し、ﾆﾝﾆｸとｵﾘｰﾌﾞｵｲﾙで炒めたり、ﾎｲﾙ焼きで味わいました。食材としても存在感が

ありますが、自然界では菌根を形成し、植物との共生で豊かな森を維持しています。酸素の

供給源である森林を永遠に残さねば我々は生きていけません。自然環境は確実に変化して

います。未来のために今、何をすればよいのでしょうか？（ｷﾉｺの写真は馬場さん提供）

写真左上から（科名省略しました） ： ﾎﾄﾄｷﾞｽ、ﾀﾏｱｼﾞｻｲ、ｸｻｱｼﾞｻｲ、ﾐｽﾞﾋｷ、ｺｱｶｿ、ｱｷﾉﾀﾑﾗｿｳ、ｱｵﾂﾂﾞﾗﾌｼﾞ、ﾂﾙﾘﾝﾄﾞｳ、ｱ
ｹﾎﾞﾉｼｭｽﾗﾝ、ﾐﾔﾏｳｽﾞﾗ、ｼｭｳﾌﾞﾝｿｳ、ﾊｸﾞﾛｿｳ、ｷﾂﾈﾉﾏｺﾞ、ﾋﾒｶﾞﾝｸﾋﾞｿｳ、ｶﾞﾝｸﾋﾞｿｳ その他観察できたもの ： ﾏﾙﾊﾞﾉﾎﾛｼ、
ﾋﾒｷﾝﾐｽﾞﾋｷ、ﾐｿﾞﾎｵｽﾞｷ、ｵｵﾔﾏﾊｺﾍﾞ、ｲﾗｸｻ、ﾑｶｺﾞｲﾗｸｻ、ｳﾘｸｻ、ﾄｷﾜﾊｾﾞ、ｲﾇｺｳｼﾞｭ 野鳥他 ： ﾐﾝﾐﾝｾﾞﾐ、ﾂｸﾂｸﾎﾞｳｼ、
ｷﾝﾓﾝｶﾞ

写真左上から ： （科名省略しました） ﾏﾀﾞﾗﾎｳﾗｲﾀｹ､ｶｴﾝｵﾁﾊﾞﾀｹ、ﾂｴﾀｹ（広義）、ﾇﾒﾘｶﾗｶｻﾀｹ、ｱｶｷﾂﾈｶﾞｻ、ｸﾛﾋﾒｵﾆﾀｹ、
ｷﾋﾀﾞﾀｹ、ｷｸﾊﾞﾅｲｸﾞﾁ、ｵｵﾔｼｬｲｸﾞﾁ 他に見られたきのこ ： ｷﾁﾁﾀｹ、ｱｶﾊﾁﾉｽﾀｹ、ﾋﾒｷｼﾒｼﾞ､ｱﾏﾀｹ､ﾄﾞｸｶﾚﾊﾞﾀｹ(仮称)､ﾐ
ﾔﾏｵﾁﾊﾞﾀｹ､ﾋｶｹﾞｵﾁｴﾀﾞﾀｹ､ﾊｲﾁｬﾋﾀﾞｻｶｽﾞｷﾀｹ､ｵﾆﾀｹ､ﾅｶｸﾞﾛﾓﾘﾉｶｻ､ｸﾛﾋﾒｶﾗｶｻﾀｹ､ﾅｶｸﾞﾛﾋﾒｶﾗｶｻﾀｹ､ｸｻｳﾗﾍﾞﾆﾀｹ､ｷﾇﾓ
ﾐｳﾗﾓﾐﾀｹ､ﾆｶﾞｲｸﾞﾁﾓﾄﾞｷ､ｸﾘｶﾜﾔｼｬｲｸﾞﾁ､ﾆｵｲｺﾍﾞﾆﾀｹ､ﾋﾅｱﾝｽﾞﾀｹ､ｴﾋﾞｳﾗﾀｹ､ｶｲｶﾞﾗﾀｹ､ﾊｶﾜﾗﾀｹ､ｼｯｸｲﾀｹ､ｶﾜﾗﾀｹ､ｷﾇﾊﾀﾞ
ﾀｹﾓﾄﾞｷ､ﾈﾝﾄﾞﾀｹ､ﾀﾞｲﾀﾞｲﾀｹ､ｵｵﾐﾉｺﾌｷﾀｹ､ﾎｳﾛｸﾀｹ､ﾏｺﾞｼﾞｬｸｼ､ﾆｾｷﾝｶｸｱｶﾋﾞｮｳﾀｹ､(他､不明4種)


